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拓農地区阿部文雄さん(37歳）

年
生
く
ら
い
か
ら
「
将
来
は
酪
農
を
継

ぐ
事
に
な
る
の
か
巻
」
と
自
分
な
り
に

感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。
中
学
校
の
後

半
か
ら
は
、
農
業
を
継
ぐ
感
じ
か
ら
、

本
格
的
に
酪
農
を
や
り
た
い
に
変
わ
り
、

高
校
は
迷
わ
ず
、
中
標
津
農
業
高
校
へ

進
学
。
高
校
時
代
も
農
業
に
取
り
組
む

姿
勢
は
常
に
積
極
的
。
個
人
研
究
の
ホ

ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
根
室
の
立

地
条
件
を
考
え
た
「
林
間
放
牧
を
主
体

に
し
た
有
利
な
酪
農
経
営
」
と
い
う
テ

１
マ
で
、
三
年
間
自
分
の
家
で
実
践
し

て
来
た
成
果
を
発
表
。
こ
れ
が
み
ご
と

全
道
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
う

え
で
は
、
経
営
主
だ
っ
た
父
・
正
六
さ

一
父
か
ら
経
営
を
受
け
継
い
で
六
年
目
、

や
っ
と
自
分
な
り
の
経
営
ス
タ
ン
ス
が

出
来
ｈ
が
っ
て
米
た
」
と
話
す
阿
部
文

雄
さ
ん
。

現
在
、
バ
ー
一
一
一
諺
の
経
営
面
積
に
、

乳
牛
約
百
頭
を
飼
養
す
る
酪
農
専
業
農

家
で
す
。
文
雄
さ
ん
は
三
人
兄
弟
（
兄
、

妹
）
の
次
男
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
動
物
好
き

だ
っ
た
事
も
あ
り
、
小
学
校
の
五
～
六

雁尋Ｉ

瀞
瀞
唾
着
実
鼬一
ク
レ
ン
ヤ
ー
ド
・
ハ

ッ
ピ
ー
・
ス
カ
イ
ラ
ー
ク
」
と
い
う
一

頭
の
牛
で
、
地
域
の
友
だ
ち
な
ど
か
ら
、

「
こ
の
牛
い
い
牛
だ
か
ら
共
進
会
に
出

し
て
み
な
い
か
」
と
》
誘
わ
れ
、
出
し
た

と
こ
ろ
が
、
み
ご
と
農
協
総
合
共
進
会

で
最
高
位
営
〈
に
輝
き
、
出
品
し
た
文
雄

さ
ん
自
身
も
び
っ
く
り
。
こ
れ
を
期
に

共
進
会
に
も
力
を
入
れ
る
様
に
な
り
、

今
ま
で
に
も
数
々
の
牛
を
上
位
入
賞
さ

せ
て
い
る
。
経
常
面
で
も
着
実
に
内
容

さ
ん
に
と
っ
て
酪

農
を
益
々
魅
力
あ

る
も
の
に
さ
せ
て

行
く
出
合
い
が
あ

り
ま
し
た
ｏ
そ
れ
は
、

ん
に
も
理
解
を
得
、
放
牧
体
形
に
し
て

も
ら
っ
た
り
、
研
究
用
の
牛
を
借
り
る

な
ど
協
力
を
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

充
実
し
た
高
校
の
四
年
間
（
こ
の
頃

は
季
節
定
時
制
）
を
過
ご
し
、
卒
業
後
は

酪
農
先
進
地
へ
実
習
に
行
き
た
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
家
庭
の
都
合
で
や
む
な

く
家
業
に
就
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
文
雄

「可

稠
蒋
来
仏
に
は
．
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に

し
て
行
き
た
い
が
、
あ
ま
り
周
り
に
斤

右
さ
れ
ず
自
然
の
中
で
マ
イ
ベ
ー
ス
に

行
き
た
い
と
の
事
。
ま
た
、
農
業
に
も
楽

し
み
が
必
要
と
、
今
年
は
ヘ
ル
パ
ー
を

利
用
し
て
家
族
で
の
小
旅
行
を
計
画
。

量
ｒ
ｂ
に
息
子
二
人
が
入
会
す
る
Ｊ
Ｒ
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ク
色
フ
ブ
で
リ
ー
ド
マ
ン
シ

ョ
ウ
に
参
加
し
て
、
親
「
卜
で
全
道
共
進

会
に
出
場
し
た
い
と
、
家
族
皆
ん
な
で

楽
し
み
の
も
て
る
農
業
作
り
に
取
り
組

み
た
い
と
話
す
文
雄
さ
ん
で
す
。

充
実
に
取
り
組
み
、
個
体
乳
量
も
約
六

年
間
で
二
下
議
ほ
ど
ア
ッ
プ
、
今
は
、

二
年
前
に
作
っ
た
パ
ド
ッ
ク
と
給
与
場

が
牛
の
疾
病
や
乳
成
分
の
向
上
、
労
働

力
の
怪
減
に
と
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に

アウトドアの草も購入､家族旅行が楽しみです

ロ
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高
肋
質
の
粗
飼
料
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
草
地
更
新
時
に
目
的
に
合
っ
た

種
子
組
み
合
せ
に
す
る
こ
と
が
、
第
一

歩
と
な
り
ま
す
。

今
何
、
平
成
七
年
度
の
牧
草
種
子
組

み
合
せ
例
を
一
採
草
地
、
二
採
草
放
牧

兼
用
地
、
三
放
牧
地
に
つ
い
て
改
訂
い

た
し
ま
し
た
。

『
採
草
地

①
チ
モ
シ
ー
の
は
極
量
は
、
根
釧
農
試

の
試
験
成
績
に
基
づ
い
て
上
限
を
一
・

八
藷
／
十
序
と
し
ま
し
た
。

②
チ
モ
シ
ー
主
体
草
地
に
お
け
る
ア
カ

ク
ロ
ー
バ
の
品
種
に
つ
い
て
は
、
再
龍

草
勢
の
穏
や
か
な
「
ホ
ク
セ
キ
」
と
し

て
、
二
審
草
に
お
け
る
ク
ロ
ー
バ
優
占

の
軽
減
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
ホ
ク
セ
キ
」
は
「
サ

ッ
ポ
ロ
」
に
く
ら
べ
て
永
続
性
が
優
れ

牧
草
種
子
組
み

合
せ
の
考
え
方

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

て
い
＊
・
キ
リ
ｃ

③
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
に
つ
い
て
は
『
カ
ル

フ
ォ
ル
’
一
ア
ラ
ジ
ノ
」
と
「
ソ
ー
ニ
ャ
」

を
用
い
て
主
体
草
種
の
脳
種
と
利
用
法

に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

夢
え
〃
と
し
て
は
、
「
カ
ル
フ
ォ
ル
’
一

ア
ラ
ジ
ノ
」
は
何
牛
草
勢
が
比
較
的
強

い
品
種
と
組
み
今
せ
マ
メ
科
率
の
維
持

を
は
か
り
、
「
ソ
ー
ニ
ャ
」
に
つ
い
て
は
、

＃
生
草
勢
の
比
較
的
弱
い
品
種
と
組
み

合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ネ
科
牧
草

の
維
持
を
は
か
り
ま
す
。

④
チ
モ
シ
ー
中
生
種
型
に
つ
い
て
は
、

新
品
種
の
「
キ
リ
タ
ッ
プ
」
を
用
い
て

い
ま
す
。
こ
の
品
種
の
特
性
と
し
て
は
、

出
穂
始
は
七
月
一
日
で
あ
り
、
「
ノ
サ
ッ

ブ
」
に
比
べ
十
日
遅
い
砧
種
で
す
。
耐

倒
伏
性
は
中
程
度
あ
り
、
｜
番
草
の
再

生
〃
は
良
好
で
あ
り
、
多
収
で
も
あ
り

'￣ヘ

ま
す
．

⑤
チ
モ
シ
ー
早
生
種
型
に
つ
い
て
は
、

「
ホ
ク
セ
キ
」
の
は
極
量
を
○
・
二
篭

／
十
可
と
○
・
四
露
，
十
杼
‐
、
そ
し
て

シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
を
「
ソ
ー
ニ
ャ
」
と
「
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
ラ
ジ
ノ
」
に
区
分
し
て
、

マ
メ
科
率
を
維
持
で
き
る
タ
イ
プ
と
一

般
的
な
タ
イ
プ
に
区
分
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
利
用
Ｈ
的
別
の
選
択
の
幅

を
拡
げ
て
い
ま
す
。

二
採
草
放
牧
兼
用
地

奪二有、

こ
の
草
地
の
利
用
法
と
し
て
は
、
｜

番
草
を
収
穫
後
、
二
番
単
を
草
丈
阿
十

五
ザ
で
年
一
一
～
｝
一
一
回
利
用
し
ま
す
。
こ

の
利
用
に
対
応
す
る
た
め
、
チ
モ
シ
ー

メ
ド
フ
ェ
ス
ク
型
と
チ
モ
シ
ー
オ
ー
チ

ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
型
の
一
タ
イ
プ
と
し
、

い
ず
れ
も
チ
モ
シ
ー
主
体
で
あ
り
、
補

助
と
し
て
メ
ド
フ
ェ
ス
ク
を
○
・
三
篭

／
十
可
を
入
れ
た
型
と
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

グ
ラ
ス
を
補
助
と
し
て
○
・
二
篭
／
十

吋
を
入
れ
た
タ
イ
プ
に
区
分
し
て
い
ま

す
。

三
、
放
牧
地

四
タ
イ
プ
か
ら
な
り
、
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
グ
ラ
ス
型
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
と
メ
ド

フ
ェ
ス
ク
と
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
の
組
み
合

せ
『
チ
モ
シ
ー
型
（
チ
モ
シ
ー
と
シ
ロ

ク
ロ
ー
バ
の
組
み
合
せ
『
チ
モ
シ
ー
オ

ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
型
（
チ
モ
シ
ー
と

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
と
シ
ロ
ク
ロ
ー

バ
の
組
み
合
せ
）
と
他
の
一
タ
イ
プ
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
チ
モ
シ

Ｉ
型
に
つ
い
て
は
、
旧
来
メ
ド
フ
ェ
ス

ク
が
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
草
丈
が
三

十
準
程
度
の
集
約
的
利
用
に
よ
り
、
年

七
－
八
回
利
用
し
た
場
合
、
メ
ド
フ
ェ

ス
ク
優
占
と
な
る
た
め
今
回
省
き
ま
し

た
。

該



開陽地区乳寶全戸ﾊﾟーワェクト

:鍵

｢室、

共
励
会
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙

男
氏
が
「
｜
人
ひ
と
り
の
努
力
の
積
み
か
ら
乳
代
の
精
算
は
乳
質
が
加
味
さ
れ
』

か
さ
ね
が
、
今
回
の
結
果
に
結
び
つ
き
高
品
質
の
生
乳
に
つ
い
て
は
奨
励
金
が

ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
感
覚
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、

を
も
ち
、
今
後
に
つ
い
て
も
地
域
一
体
制
度
の
仕
組
み
の
巾
で
、
低
品
質
の
も

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
の
は
派
取
り
乳
価
が
下
が
る
事
に
な
る

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
や
共
済
組
合
た
め
、
直
接
ク
ミ
カ
ン
に
影
響
を
与
え

な
ど
の
関
係
機
関
も
出
席
し
、
こ
の
快
る
ほ
か
、
乳
房
炎
に
よ
る
損
失
を
加
味

拳
に
祝
福
を
送
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
経
済
的

開
陽
地
区
が
切
嵯
琢
磨
Ｌ
、
日
頃
よ
損
失
を
負
う
結
果
と
な
り
ま
す
・

り
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
今
回
の
開
陽
地
区
の
成
果
を
踏
ま
え

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
継
続
さ
れ
る
乳
質
の
向
上
に
一
層
努
〃
さ
れ
る
よ
う

事
を
願
う
次
第
で
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
十
月

開
陽
地
区
（
生
乳
出
荷
戸
数
二
十
伍

戸
）
で
は
、
二
月
分
の
受
託
検
査
で
全

戸
が
体
細
胞
数
三
十
万
個
以
下
、
生
薗

数
三
万
個
以
下
を
達
成
し
、
こ
れ
を
祝

う
記
念
昼
食
会
が
三
月
一
一
十
九
日
、
開

陽
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
農
協
が
地
区
別
共
励

会
を
実
施
し
て
か
ら
初
め
て
の
出
来
事

で
、
高
船
質
の
生
乳
が
求
め
ら
れ
る
時

代
背
景
を
考
慮
す
る
と
、
ま
さ
に
快
挙

と
言
え
ま
す
。

昼
食
会
に
は
二
十
二
｜
〃
の
組
ハ
ロ
負
が

出
席
、
酪
対
開
陽
支
部
長
・
土
井
上
昭

■－ 

縁食会では笑顔で話しも弾みきす

,グ



外
で
遊
ぶ
事
が
大
好
き
、
毎
日
元
気

い
っ
ぱ
い
の
男
の
子
・
義
継
ぐ
ん
（
四

歳
）
は
、
室
井
さ
ん
宅
の
次
男
坊
。

四
人
兄
弟
の
巾
で
、
｜
番
や
ん
ち
ゃ

で
、
家
の
小
で
は
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て

〈、聯の伽制Ⅲ噸｝唾…．》
■
●
■
●
⑪
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．
．
し
ま
う

を
し
て
い
る
間
も
、
元
気
に
走
り
回
る

義
継
ぐ
ん
を
見
て
「
当
分
、
新
し
い
ガ

ラ
ス
を
入
れ
な
い
方
が
い
い
な
」
と
い

う
お
父
さ
ん
の
一
言
葉
に
、
お
母
さ
ん
も

笑
い
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
の
義
征
ぐ
ん
と
、
お
姉

徹sB、 ６
し
ば
し
ば
。
そ

ご＝￣

を
話
し

西当幌室井祐二･美智子さんご夫妻

次男義継ぐん(4歳）

ち
や
ん
の
沙
織
ち
ゃ
ん
も
今
は
春
休
み

な
の
で
、
家
の
巾
は
に
ぎ
や
か
。
ケ
ン

カ
は
絶
え
な
い
け
ど
、
仲
良
く
な
る
の

も
あ
っ
と
い
う
問
な
仲
良
し
兄
弟
な
の

で
す
。

二
人
集
ま
れ
ば
、
楽
し
い
事
も
た
く

さ
ん
、
外
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
物
が
、

子
ど
も
達
に
は
、
楽
し
い
オ
モ
チ
ャ
に

な
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
元
気
ぶ
り
で

す
か
ら
、
義
継
ぐ
ん
の
服
が
ド
ロ
だ
ら

け
に
な
る
事
も
、
め
ず
ら
し
く
な
い
よ

う
で
す
。

お
仕
事
も
、
兄
弟
で
分
担
が
決
ま
つ

/P＝、

けんかもするけど仲良し兄弟です

て
い
る
よ
う
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
達
は
、

担
当
し
て
い
る
牛
が
い
ま
す
．
そ
の
間
、

義
継
ぐ
ん
は
、
妹
の
志
織
ち
ゃ
ん
つ
一

カ
月
）
の
お
も
り
を
す
る
と
い
う
か
ら
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
パ
ッ
チ
リ
な
の
で
す
。

妹
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
「
お
几
ち
ゃ

ん
に
な
る
ん
だ
ノ
・
」
と
楽
し
み
に
し
て

い
た
そ
う
で
、
カ
ワ
イ
イ
妹
が
誕
生
し

て
か
ら
の
、
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
ぷ
り

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
牛
舎
に
行
く
事
も
、
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
お
手
伝
い
よ

り
も
、
遊
び
場
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

で
す
。

大
き
く
な
っ
た
ら
、
お
父
さ
ん
に
ト

ラ
ク
タ
ー
を
買
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
、

頼
も
し
い
夢
を
持
っ
て
い
る
義
継
ぐ
ん
（

将
米
が
と
て
も
楽
し
み
を
室
井
さ
ん

一
家
で
し
た
。

グ



保
証
乳
価
現
行
堅
持
を

型
項
目
の
要
請
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
確
認

－１ 

根室管内酪農民代表者集会

鍵

平
成
七
年
度
酪
農
、
畜
産
政
策
仙
桁

な
ど
の
要
求
実
現
に
向
け
、
根
室
地
区

酪
農
対
策
協
議
会
と
根
室
の
酪
農
を
守

る
会
の
主
催
に
よ
る
、
根
室
管
内
酪
農

比
代
表
者
集
会
が
三
月
四
日
、
中
標
津

町
。
ホ
テ
ル
秀
月
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

管
内
か
ら
約
晶
百
人
が
参
加
し
、
．
ｒ

四
項
Ｈ
の
要
請
と
集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

確
認
、
川
席
し
た
鈴
木
、
北
村
両
地
元

選
川
同
会
議
員
に
対
し
、
要
求
実
現
に

向
け
実
情
を
訴
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
根
室
地
区
酪
農
対
策
協

蛾：

灘ｉｉｉｉ錘蟹自鮎岳･冒二屋

雫
謙

郡
豫
矧
‐
，
，
Ｔ
」

卜
・
田
１
１
八
肘
汕
Ⅶ

V 

iliヴ

」
．

１．Ｊ 

■ 

鰊
・
鐘

円

凸二F

枳雪、

瓜鱗
《1J

要求実現に向け出席者の表情も験しし’

議
会
の
枳
穀
勝
久
会
長
が
「
倒
際
化
籠

行
初
年
度
に
Ⅶ
た
り
、
保
証
乳
仙
、
酪
農

政
策
決
定
に
向
け
て
、
力
強
く
運
動
展

開
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
Ｊ
Ａ
中
央
全
農
畜

政
部
の
戸
塚
守
部
長
が
情
勢
報
告
。
そ

の
後
、
新
し
い
農
業
。
艇
村
の
基
本
法
の

制
定
、
加
上
原
料
乳
保
証
価
絡
の
現
行

価
格
堅
持
、
限
度
数
量
の
適
正
な
設
定
、

酪
農
経
営
体
質
強
化
緊
急
特
別
対
策
の

拡
充
な
ど
晶
十
Ⅲ
項
Ⅱ
の
要
請
を
確
認

し
、
「
桁
し
い
基
本
法
の
制
定
」
「
現
行
価

格
の
酪
持
」
「
所
得
確
保
政
策
の
実
現
」

「
需
要
拡
大
対
策
の
拡
充
強
化
」
の
四

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
鈴
木
、
北
村
向
代
議
士
と
の

対
話
集
会
で
は
、
川
席
者
の
青
年
部
員

や
、
娠
塵
者
か
ら
質
問
や
力
強
い
笈
盟

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会喝からは意見､要龍が多数出されました

胡一

／’ 
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据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
限
度
数
量
も
生
乳

情
や
需
給
動
向
を
考
慮
し
、

二
百
二
十
万
ト
ン
と
な
り
ま
し

助
成
金
二
円
を
継
続
。
さ
ら
に
生
ク
リ

政
府
は
、
平
成
七
年
度
の

乳
保
証
価
格
や
関
連
対
策
を

九
日
に
決
定
い
た
し
ま
し
た

乳
価
は
当
初
、
引
き
下
げ

し
た
が
、
経
営
合
理
化
促
進

い
生
産
者
に
対
す
る
チ
ー
ズ
原
料
乳
の

生
産
拡
大
奨
励
な
ど
の
措
置
を
講
ず
ろ

平
成
七
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対
策

〔
酪
農
関
係
〕

「
生
産
。
経
営
対
策

臼
酪
農
｛
蔑
疋
特
別
対
策
（
約
五
十
五
億
円
）

国
産
生
ク
リ
ー
ム
及
び
低
脂
肪
牛
乳

な
ど
の
生
産
振
興
を
図
り
、
酪
農
経
営

安
定
に
資
す
る
た
め
、
国
産
生
ク
リ
ー

ム
及
び
低
脂
肪
牛
乳
な
ど
向
け
生
乳
の

需
要
拡
人
の
た
め
の
緊
急
特
別
対
策
を

英
施
す
る
。

ま
た
、
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の

生
産
振
興
を
図
る
た
め
、
生
産
性
の
喬

円
の
対
策
を
折
り
込
み
、
実
質
乳
価
は

－
ム
や
低
脂
肪
牛
乳
の
振
興

鱈
平
成
フ
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対
策

前
年
同
様

た
七

弁
・
〆
一
に

■ 

加
工
原
料

る
意
向
で

三
月
二
十

の
生
産
事

の
た
め
の

崖|産|物|政|策|価|格一平成７年度
倭頭、

保証価格､限度数鬘
据え置きともに

保証価格75.75円/kg､限度数量230万ﾄン

と
と
も
に
、
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

の
新
製
品
開
発
及
び
知
識
の
普
及
の
た

め
の
助
成
を
行
な
う
。

口
砿
辨
慶
経
営
毫
壁
正
対
策
（
約
百
十
七
億
円
）

①
生
乳
の
適
庄
な
需
給
均
術
を
回
り
つ

つ
、
酪
農
経
営
の
一
層
の
合
理
化
を
推

進
す
る
た
め
の
特
別
対
策
を
実
施
す
る
。

②
酪
農
の
担
い
手
の
定
着
化
と
酪
農
経

営
の
安
定
的
発
展
に
資
す
た
め
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
組
織
の
安
定
的
運
営
の
た
め

の
支
援
措
置
を
識
ず
る
と
と
も
に
、
飼

料
生
産
外
部
化
紐
織
体
の
育
成
強
化
の

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
。

③
人
家
畜
経
営
の
体
質
強
化
及
び
後
継

者
の
経
営
継
砿
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

既
往
借
入
金
の
借
り
換
え
に
必
要
な
長
期

噂
刎
審
釜
の
融
通
な
ど
の
措
置
を
講
す
る
。

④
初
生
牛
の
自
家
哺
育
、
育
成
、
経
産

牛
肥
育
な
ど
乳
肉
複
合
経
営
を
推
進
す

る
た
め
の
奨
励
措
置
を
講
ず
る
。
（
食
肉

関
係
と
共
通
、
（
食
肉
関
係
）
｜
の
Ｈ
の

②
を
参
照
）

口
酪
農
経
営
体
育
成
強
化
対
策
〈
約
七

十
几
億
Ⅲ
）

生
乳
の
計
画
生
産
と
の
終
合
性
を
保

ち
つ
つ
、
牛
乳
生
産
の
人
宗
を
育
成
す

べ
き
酪
農
経
営
に
早
急
に
集
約
し
、
生

産
構
造
を
改
葬
す
る
た
め
の
酪
農
経
営

体
育
成
強
化
緊
急
対
策
事
業
を
適
切
に

〆皀宕、

実
施
す
る
．
（
Ｕ
Ｒ
関
連
対
策
）

四
畜
産
環
境
保
全
対
策
（
約
九
億
円
）

畜
産
経
営
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、

高
度
な
ふ
ん
尿
処
理
装
濡
の
整
備
促
進

の
た
め
の
リ
ー
ス
料
に
対
す
る
助
成
を

行
な
う
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
先

進
的
な
家
蕾
ふ
ん
尿
処
理
技
術
の
開
発

に
対
す
る
支
援
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

畜
産
廃
棄
物
の
円
滑
な
処
理
を
推
進
す

る
た
め
の
家
畜
死
体
冷
却
保
符
施
設
の

整
備
、
化
製
製
品
保
管
施
設
の
整
備
、

不
可
食
物
な
ど
の
堆
肥
化
施
設
の
整
備

な
ど
の
助
成
措
置
を
識
ず
る
。

国
良
質
粗
飼
料
の
生
産
体
制
の
整
備
強
化
、

飼
料
用
大
麦
の
九
粒
流
通
、
経
営
、
財
務

管
理
に
関
す
る
実
践
的
指
導
を
行
な
う
。

二
加
エ
・
流
通
・
消
費
対
策

Ｈ
牛
乳
乳
製
品
消
費
拡
大
対
策
（
約
二

卜
七
億
円
）

①
牛
乳
乳
製
品
の
』
層
の
消
費
拡
人
を

図
る
た
め
、
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
動
向

調
査
、
牛
乳
乳
製
品
と
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
、
需
要
増
進
を
目

指
し
た
牛
乳
乳
製
品
の
フ
ェ
ア
・
料
理

講
習
会
の
開
催
、
幼
稚
園
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
の
牛
乳
の
集
団
飲
用
の
促
進

な
ど
を
一
体
的
に
実
施
す
る
。

②
生
産
荷
団
体
及
び
乳
業
団
体
が
、
緊

急
に
実
施
す
る
テ
レ
ビ
な
ど
の
宣
伝
〃

‘ 



を
柄
Ⅲ
し
た
牛
乳
乳
製
品
の
全
国
的
商

普
及
宣
伝
、
飲
用
牛
乳
販
売
促
進
の
た

め
の
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
対
す

る
助
成
を
行
な
う
。

口
中
小
乳
業
な
ど
什
埋
化
対
策
（
約
矼

億
円
）

中
小
乳
業
な
ど
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
乳
業
施
設
の
整
備
、
中
小
乳
業
者

に
対
す
る
経
常
診
断
な
ど
の
笈
施
、
新

技
術
の
開
発
・
導
入
及
び
新
商
品
開
発

の
推
進
な
ど
に
助
成
す
る
と
と
も
に
、

牛
乳
販
売
店
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め

の
緩
営
管
理
機
器
な
ど
の
貸
付
け
な
ど

の
排
簡
を
識
ず
る
。

口
生
乳
需
給
調
整
強
化
対
策
（
約
六
億

円
）飲
用
向
け
生
乳
の
需
給
調
整
な
ど
を

脚
る
た
め
、
飲
川
牛
乳
市
場
の
安
定
化

な
ど
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、

消
撒
地
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
需
給
調
整

タ
ン
ク
の
整
備
、
余
乳
処
理
拠
点
施
設

の
整
備
な
ど
の
助
成
措
簡
を
識
ず
る
。

四
酪
農
経
営
の
総
今
的
な
安
定
を
図
る

観
点
か
ら
、
飲
用
乳
価
の
現
行
水
準
の
確

保
に
向
け
て
、
指
定
生
乳
朱
産
蒋
団
体
と

乳
業
メ
ー
カ
ー
と
の
間
で
対
等
平
雰
な

交
渉
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

〔
食
肉
関
係
〕

『
生
産
対
策

ら措外の広に青下億(=)対特の買件極め②応場子黒に時肉①十(－１
，積部生城、技げ肉円低す定集促不繁、肉じ合’トモ対に専肉Ｊｉ肉
飼を化産流優術を用一コる品位|進利殖乳Ⅱ’たにIilli和すおNIm億用
料講組体通良の惟牛ス助種活、地雌肉’卜助お裕種るけ種牛’'’''二
Ⅲ］ず繊制体受定進なト成の動肉域’'二複の成いがに助る仁の－１首
とる体の制精着すど生を生、川に111t台生をて三つ成繁つ生産
う゜の整の卵化るの産行塵１１牛おの経康行、＋いを殖い産拡
もま育備終のをた－推な流木のけ終常基な（ｉｌｉｆｉて実雌て拡大
ろたl戊強備安促め卿進う塑短生る術の盤う格刀は施′卜、大対
こ、強化、定進、の対･の角産肉、椎を。低円ｌｉｉｊｄ－の］皇を策
し水化、艮的す効。策安稀拡用離進強落を年る増牛図一
に年の飼質伐る率スへ定な大『･島゛化のＦとこ頭価る約
つＩＬ’た科粗給と的卜約などの牛な黒す程ｌｎ１１ＴＴ］と、格た＿
い）Ｆ１め生飼及となり’}ど地たのど毛る度つ様と維ilfめ行
てかの産科ぴも肥き八に方め購条和たにた、し持落、IllJ

日露、

九
粒
流
通
が
併
置
さ
れ
た
が
、
飼
料
用
ど
に
対
処
し
て
、
養
豚
経
営
の
宏
定
に

大
麦
の
九
粒
流
通
に
つ
い
て
も
、
平
成
麦
す
る
た
め
都
道
府
県
単
位
で
実
施

上
平
中
に
実
施
し
得
る
よ
う
船
讃
す
る
。
さ
れ
る
価
格
差
補
て
ん
制
度
の
安
定
的

口
肉
豚
生
雁
性
向
上
対
策
（
約
’
’
一
億
運
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の

円
）

地
域
肉
豚
惟
巖
笈
定
薙
企
造
成
事
業
を

肉
豚
の
生
産
性
向
上
を
例
リ
養
豚
経
適
正
に
述
営
す
る
。
（
Ｕ
Ｒ
関
連
対
策
）

樹
の
体
質
を
強
化
す
る
た
め
、
優
良
系
④
大
家
畜
経
営
及
び
養
豚
経
営
の
体
質

統
豚
な
ど
の
緊
急
導
入
促
進
、
優
良
な
強
化
並
び
に
後
継
苔
の
経
営
継
承
の
Ⅲ

種
豚
の
改
良
及
び
普
及
利
用
の
推
進
、
飼
滑
化
を
脚
る
た
勾
既
往
併
入
金
の
情

義
管
理
技
術
情
報
な
ど
の
分
析
、
提
供
の
り
換
え
に
必
要
を
長
期
低
利
資
金
の
融

た
め
の
助
成
措
置
を
識
ず
る
と
と
も
に
、
皿
な
ど
の
排
置
を
識
ず
る
。

経
営
・
生
雄
技
術
の
向
上
な
ど
の
た
め
⑤
畜
産
経
憐
の
安
定
を
図
る
た
め
、
農

の
集
団
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
な
う
。
脇
な
ど
が
、
先
進
的
な
畜
騰
経
憐
技
術

二
経
営
対
策

な
ど
の
諌
及
啓
も
う
、
縫
営
・
財
務
管

ｎ
畜
産
経
営
安
定
対
策
（
約
川
万
三
十
理
に
関
す
る
実
践
的
指
導
を
行
な
う
。

六
億
円
）

ロ
畜
産
環
境
保
令
対
策
（
酪
農
関
係
と

①
肉
用
子
牛
化
産
考
補
給
金
の
交
付
に
共
通
）

伴
う
牛
産
者
積
立
金
の
財
源
不
足
に
対
一
一
一
、
加
エ
・
流
通
・
消
費
対
策
（
約
五

処
す
る
た
め
、
全
同
肉
用
子
牛
価
格
安
十
九
億
円
）

定
基
金
協
会
か
ら
、
都
道
府
県
肉
川
手
国
産
食
肉
の
市
場
競
争
力
の
碓
保
の

午
価
格
安
定
蕪
金
協
会
に
対
し
て
行
な
た
め
の
食
肉
流
皿
施
設
の
整
備
に
対
す

わ
れ
て
い
る
融
資
に
つ
い
て
、
そ
の
償
る
助
成
を
行
な
う
と
と
も
に
、
食
肉
消

還
円
滑
化
の
た
め
の
播
置
を
識
ず
る
。
質
の
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｊ
ピ
ー

②
肉
用
牛
肥
育
経
営
の
収
益
性
が
悪
化
フ
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
普
及
・
定

し
た
場
合
に
、
そ
の
経
営
の
安
定
を
脚
着
、
輸
入
食
肉
の
原
産
国
表
示
な
ど
適

る
た
め
、
収
益
性
悪
化
の
程
度
に
応
じ
正
な
表
示
販
売
、
国
産
食
肉
を
利
Ⅲ
し

て
、
経
営
の
継
続
に
必
要
な
経
費
の
負
た
新
製
品
の
開
発
、
食
肉
消
費
動
向
の

掴
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
を
識
ず
る
。
把
握
・
分
析
、
食
肉
知
識
の
普
及
答
も

③
豚
肉
の
基
準
輸
入
価
格
の
引
下
げ
・
な
う
な
ど
を
実
施
す
る
。

Ｆ可

， 



ｶﾛｴ原料乳保証価格等

６年度 ７年度

保証価格 75.751Ⅲ／ｋ９ 75.7511｣／k２ 

64.26円／k９ 64.26円／k９基準取引価格

限度数埜 230万ﾄン 2307Ｊし

9931リ／k９ 993円／kＲバタ

脱脂粉乳 12.8411リ／25kｇ 12,841円／25kｇ

寮定指標価格

今脂力Ⅱ糖れん乳 8,055／24.5kｇ 8,05511]／24.5kｇ 
律曰P、

Iji脂力||糠れん乳 7,193円／25.5kｇ 7.l931lL'25.5kｇ 

平成７年度畜産物価格

１指定食肉安定価格 (lii位：｜Ⅱ/kgl

７年度６年度

安定上位価格 １．１００ Ｌｌ４Ｃ 

''二｜A１

840 変定基準｛illi；悟 875 

525 喪定一上位Iili格 Ｍ〔

豚侠

40Ｃ 安定・雄準Ｉｉｌｉ裕 40〔

｣字再、

2．指定肉用子牛保証基準価格及び合理化目標価格

７年度６年度

黒毛和種

褐毛jWl種
保証基準Illli格

その他の肉専用種

黒毛和種

褐毛利種

304.00Ｃ 304ＤＯＣ 

280.00(’ 280.OOC 

その他の肉専用種 208DOC 

]62.00（ 

204､ＯＯＣ 

1AI尊)'１種jJ､外の,FI種1AI尊)'１種jJ､外の,FI種 157,00（ 

黒毛和種

褐毛和極
什、ｎ化「|襟１１１格

その他の肉専用純
肉専｣'1種以外の,'1,1,種

267,000 

246,00C 
l63DOC 

267,000 

246,000 

153,000 

114.000 126.ＯＯＣ 

合fML化L|標Iili格の適用期間

今llr1ｸﾞ)合理化Ⅱ標価格の過''1期間は、」|Ｌ成７ｲ1二４J］１１]から下成８１１二３｣'３][｣まで
とする、

ﾌﾟ汐

６年度 ７年度

保証価格 75.75111／k９ 75.751:』／k９

基準卵ワｉｍ格 64.26;'1／k９ 64.26i'１／k9 

限度数璽 230万ﾄン 23()刀ﾄン

安定指標Ｉ、格

ﾉ〈夕

脱脂粉乳

今||旨力|:糖れん乳

Iji脂力||糠れん乳

9931[I／k９ 

l2,8411ﾘ／25kｇ 

8,055／24.5kｇ 

7,193｢!／25.i｡ikg 

31『]／k９

ﾕ2,8411j／25kｇ 

8,055::／24.5kｇ 

7,193::j／25.5kｇ 

６年度 ゲイl:煙0ﾛニヱ

''三：A１

安定上位価格

安定基準Iilli；|fｆ

Ｌ上4０

875 

1,100 

84(） 

豚肉

安定」２位Iili格

安定恭準｛ili籍

540 

400 

525 

4()0 

6年度 ７律度

保証基準Illli格

毛和種

褐毛jWl種

その他の肉専FWI極

1A]尊；:１種以外の品種

304,()00 

280,()00 

208,000 

二62,000

304,000 

280,000 

204,000 

157,0()0 

合理化｜｛標{Ｈ１格

黒蛎『Ⅱ種

褐毛和極

その他の肉専)ﾄﾞj純

肉専j11種以外の,'1ｈ種

267,()00 

246,()00 

163,000 

126,()0０ 

7,000 

246,00(） 

153,000 

114,000 



粥6回中梼軒ﾕﾆｱﾎﾙｽｱｲﾝｸﾞﾗ7卸i総会

ＪＲホルスタインクラブ定期総会

＆スプリングスクール開催

蕊
町

ご云逗目玉諾均茜

第
叱
ハ
回
巾
標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
ク
ラ
ブ
定
期
総
会
及
び
第
十
Ⅲ
ス

らフ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
一
一
一
月
一
一
１
八
日
、

農
協
大
会
議
室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
会
員
二
卜
囚
人
、
父
母
及

び
関
係
機
関
か
ら
卜
八
人
が
出
席
し
、

将
来
を
担
う
ジ
ュ
ー
ー
ァ
に
期
待

多数の出席で開催された定期総会 #￣１ 

全
員
に
よ
る
誓
い
の
こ
と

ば
を
朗
鴫
。
会
員
リ
ー
ダ

遠
藤
洋
志
代
運
常
委
員

長
・
佐
々
木
昭
雄
氏
が
、

平
成
六
年
度
の
活
動
を
振

り
返
り
開
会
の
あ
い
さ
つ
（

続
い
て
新
入
会
Ⅱ
（
、
奥

田
悠
乎
沼
ら
一
一
．
人
に
会
員

証
と
カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
賓
の
児
玉
縫

済
部
長
（
１
標
津
川
『
佐

野
参
事
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
標
津
）

か
ら
は
「
将
来
中
標
津
町

の
農
業
を
机
う
た
い
今

後
も
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
将
来
に
期
待

を
込
め
た
あ
い
さ
つ
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
＆

総
会
議
事
に
つ
い
て
は
別
室
で
会
員

の
父
母
が
審
議
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は
、
符
内
へ
Ⅱ
同

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
八
月
七
日
～
八
日
）
、

全
道
止
〈
進
会
ジ
ュ
ニ
ア
特
別
ク
ラ
ス
の

参
加
（
十
月
六
日
Ｉ
八
日
）
秋
の
収
穫

祭
（
１
月
上
旬
）
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー

ル
（
｜
Ｈ
上
旬
）
な
ど
が
計
両
さ
れ
て

い
ま
す
。

父
母
の
総
会
議
事
審
議
中
に
は
、
第

１
回
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
、

昨
年
、
川
崎
巾
児
童
と
の
交
流
会
に
参 'iiLi11IillllU1UnlU1ii 

〒■ＡＡＰＣ・Ｕ

騨
暇虻藍

ｑ
Ｊ
－
『

ＡＩ 

二､

橘》》

カウボーイハットが授与され､会員の仲悶入りです

鑓

加
し
た
遮
縢
洋
志
付
が
交
流
会
の
状
況

を
報
什
、
そ
の
後
、
七
年
度
の
活
動
内

容
確
認
と
リ
ー
ダ
ー
改
選
が
行
な
わ
れ
』

午
後
か
ら
は
親
子
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
で

楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
Ｉ
）
た
く

平
成
七
年
度
新
リ
ー
ダ
ー
は
次
の
通

り
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
新
リ
ー
ダ
ー
腹
瀬
寿
樹

〃
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
筒
井
豊
彦

地
区
り
ｌ
グ
ー

寺
両
批
政

弾
庄
原
あ
か
れ
、
中
司
展
人

新
入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
ノ

１
標
派
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク

ラ
ブ
加
入
希
望
者
は
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
事

務
局
（
家
畜
改
良
課
）
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

親子ボウリングを楽しみました

ググ
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中標津肉牛生産振興会

総会開催される
Ｉ 

籔綻!:m-i--蝋！ 幸一一足二：

鑿;iii霧 方向を探る
活発な意見

i震
再盃

厘悪曇一舜了
弓

11 

熱｜操肩奇i祷i誘讓震籟祷議艤蕊

肉
用
牛
貸
付
事
業
を
四
年
経
過
し
、

地
域
畜
産
活
性
化
総
合
対
策
事
業
（
地

域
低
コ
ス
ト
生
産
集
団
育
成
）
の
補
助

事
業
二
年
日
を
迎
え
た
、
中
標
津
町
和

牛
化
産
振
興
会
（
中
標
津
肉
牛
生
産
振

興
会
和
牛
部
会
。
竹
村
満
夫
会
長
、
会
員

二
十
人
）
の
平
成
七
年
度
総
会
が
三
川

二
十
一
日
、
農
協
中
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

輸
入
牛
肉
の
影
響
で
肉
用
牛
が
低
迷

す
る
中
、
黒
毛
和
極
に
お
い
て
も
少
な

か
ら
ぬ
影
響
が
出
て
い
る
な
か
で
、
今

後
の
経
営
に
お
い
て
の
方
向
を
探
る
べ

く
活
発
な
意
見
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、

気
肉
用
素
牛
と
し
て
仕
上
り
の
平
均
化

現
在
哺
育
、
育
成
の
段
階
で
飼
養
農

家
に
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
販
売
価
格
に

出
て
い
る
の
で
、
商
品
と
し
て
良
い
品

物
を
作
る
べ
く
底
上
げ
が
必
要
。

｜
、
優
良
精
液
の
雁
係

現
在
は
繁
殖
牛
頭
数
も
少
な
く
、
著

名
種
牡
牛
の
精
液
は
十
分
授
精
出
来
る

が
、
今
後
は
不
足
が
生
じ
る
可
能
性
か

あ
る
。
計
画
的
な
使
用
と
あ
る
程
度
の

先
物
貰
い
も
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
和

牛
精
液
に
つ
い
て
は
振
興
会
で
購
入
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

三
、
受
精
卵
の
活
用

f￣ 

低
コ
ス
ト
生
産
を
目
指
す
に
は
、
繁

殖
牛
を
持
た
ず
、
乳
用
種
を
利
用
し
た

受
精
卵
移
殖
を
活
用
し
和
牛
を
生
産
す

る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
繁
殖
牛
と
Ｅ

Ｔ
の
山
方
で
和
牛
の
化
産
を
す
る
。

四
、
改
良
組
合
認
定
が
日
標

現
在
、
北
海
道
で
一
’
二
カ
町
机
が

和
牛
改
良
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る

が
、
中
標
津
町
に
お
い
て
は
規
模
、
内

容
共
に
条
件
が
揃
っ
て
い
な
い
。
近
い

将
来
は
、
こ
の
認
定
を
受
け
る
べ
く
条

件
整
備
を
致
し
た
い
。

五
、
乳
雄
、
畑
肉
部
会
と
の
連
携

同
じ
中
標
津
肉
牛
振
興
会
の
一
組
織

と
し
て
、
研
修
会
、
講
習
会
な
ど
に
つ

い
て
積
極
的
に
協
力
、
参
加
す
る
。

以
上
の
事
項
に
つ
い
て
決
議
し
、
総

会
終
了
後
、
北
海
道
農
業
開
発
公
社
、

畜
産
部
の
杉
本
和
彦
氏
の
「
近
年
の
和

牛
の
状
況
と
市
場
の
動
向
」
に
つ
い
て

講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

jqE室、

和牛の動向を説明する杉本氏

、｢ 

○○す料な現品移ま高給ま種擾中
改ＤＪ凍改現新の金ｌノ行の殖すま’Ｈ近しの良標受
訂行結訂行鮮でをま科全にが’）を年た増ホ津精

卵卵宜改し企て係、年ｌＷ１に。殖ルＩＩＪ卵
一一移一一移し訂たでがるＰＩ１々わおにス農移
万万殖万万殖くさのの値器月増ずいノノタ協殖
上五三１１１ごせで対上具一加、てをイで’は
千千Ｔｒて、応か、１」のそは注ンも平
円円ｌ]］承い新がり器か傾の新い及開成

願た年出と材ら向利鮮でぴ始二
いだ度来な、受に用卵ま黒さ年
まきかなり消精あ度、い毛れか
すまら<、耗リlIlノは嫌り和、ら

受
精
卵

移
殖
料
金
の
改
訂

Ｌ 」

グ身



冬
の
名
残
り
の
小
雪
の
雛
う
根
室
か

ら
、
桜
の
花
の
蕾
が
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め

た
東
京
に
ｆ
京
し
て
、
最
終
の
乳
価
鏡

動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
月
に
入
っ
て
か
ら
四
次
に
わ
た
り

運
動
が
展
開
さ
れ
、
乳
価
と
関
連
対
策

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

乳
価
、
限
度
数
量
、
緊
急
特
別
対
策

は
昨
年
同
様
の
現
行
価
格
維
持
と
な
り

ま
し
た
。
特
別
対
策
費
の
中
の
一
川
は
、

昨
年
の
冷
害
対
策
か
ら
生
ク
リ
ー
ム
な

ど
の
需
要
拡
大
対
策
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
畜
産
物
価
格
の
運
動
の
大
き

な
目
標
は
、
希
望
と
ゆ
と
り
の
持
て
る

乳
価
の
実
現
で
し
た
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
今
後
数
年
間
に
わ
た
る
現
行

価
格
の
維
持
と
関
連
対
策
の
強
化
、
允

実
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
し
た
。

今
回
は
酪
農
民
の
要
請
通
り
に
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
現
場
の
個

々
の
農
家
、
系
統
機
関
の
方
々
の
熱
意

あ
る
連
動
を
は
じ
め
、
政
府
、
国
会
議

員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
し

た
、
改
め
て
感
謝
を
巾
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
成
果
の
中
で
平
成
七
年
度
の
営

汕
乳
畔
Ⅲ
鞄
坐
疋
に
思
う
事

う
も
の
で
す
に

一
方
、
農
政
の
立
場
は
生
産
費
の
低

減
の
中
で
、
現
行
価
格
を
容
認
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
乳
価
を
国
際

価
格
に
近
づ
け
る
こ
と
で
す
。

農
が
始
ま
る
わ
け
で
す
が
、
今
後
数
年

間
は
特
に
大
切
な
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

税
行
乳
価
の
維
持
と
い
う
要
請
側
の
立

場
は
、
今
の
孔
価
水
準
の
う
ち
に
経
営

の
力
を
つ
け
て
自
由
化
に
備
え
る
と
い

「 ~、●会目のたより……
属目！

組合長曰誌

適
正
条
件
に

相
応
し
い
経
営
展
開
Ｉ

代表理事組合長

〃ｆ・ニロ７０１１Ｔｂ員

友盛行
し

い
ず
れ
に
し
て
も
二
Ｃ
Ｏ
・
年
の
関

税
の
再
協
議
を
『
つ
の
Ⅲ
標
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
経
営
基
盤
の
一
層
の
強
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
「
年
振
り
に
、
前
年
を
上
側

る
Ⅱ
標
数
量
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
緑
営
廿
標
に
相
応
し
い

牛
乳
生
産
が
出
米
ま
す
。
ま
た
、
平
成
八

年
よ
り
の
第
二
次
生
乳
隼
産
計
画
が
は

じ
ま
り
ま
す
が
、
個
別
酪
農
家
の
堆
水

乳
埜
の
見
直
し
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
過

去
の
実
績
、
将
来
の
希
望
な
ど
を
充
分

踏
ま
え
て
、
緑
常
安
定
、
強
化
を
実
現

で
き
る
基
本
乳
塁
設
定
を
計
画
し
て
い

ま
す
。｜
〃
、
負
債
対
策
で
は
、
農
家
負
担

軽
減
支
援
特
別
対
策
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

酪
農
経
営
安
定
強
化
の
必
要
条
件
で

あ
る
、
生
乳
生
産
の
拡
大
、
現
行
乳
価

の
維
持
、
負
債
対
策
な
ど
が
揃
い
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
経
営
改
鉾
が
前
提
で

す
。
経
営
改
善
は
、
従
来
の
様
な
画
一

的
な
拡
大
だ
け
で
は
達
成
さ
れ
な
い
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
産
拡
大
、
内

部
の
充
実
、
単
位
生
産
性
の
向
上
、
農

作
業
の
質
の
向
と
、
経
営
管
理
向
上
な

ど
と
個
々
の
農
家
の
草
地
、
労
働
力
、

施
設
な
ど
の
適
正
条
件
に
相
応
し
い
経

匹可

営
展
開
か
期
待
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
農
場
に
か
な
っ
た
経
営
形
態

を
選
択
す
る
〃
が
経
営
改
善
の
第
一
歩

と
な
り
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
○
○
○
年
を
．
つ
の
Ⅱ
標
と
し
た

場
へ
、
上
年
し
か
な
い
と
琴
え
る
こ
と

と
、
五
年
も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、

同
じ
流
年
で
も
大
き
く
違
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
は
早
く
て
、
将
来
を
兇

通
す
こ
と
は
大
変
難
し
い
時
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
源
平
も
あ
る
と
気

持
ち
に
切
り
替
え
て
、
い
つ
の
時
代
に

も
存
続
し
う
る
農
業
を
実
現
し
た
い
も

の
で
？
す
。

死グ

鬮
定
に

雪’
事



お
久
し
振
り
で
御
座
居
ま
す
。
ま
た

年
に
一
度
き
り
の
拙
い
文
を
差
し
上
げ

ま
す
こ
と
を
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

揺
れ
た
の
で
御
座
居
ま
す
。
大
揺
れ

で
御
座
居
ま
す
。
五
千
余
宿
の
命
も
極

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

帝
の
住
ま
わ
れ
て
い
た
爪
の
御
所
も

さ
ぞ
か
し
揺
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
今
の

価
の
一
言
葉
で
表
わ
す
と
震
度
五
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
殿
方
も
き
ぞ
驚
か
れ
た

事
で
し
ょ
う
。
日
を
愛
で
髄
を
か
わ
し
、

蹴
鞠
を
す
る
な
ど
と
優
雅
な
日
を
送
る

こ
と
は
ち
ょ
っ
と
無
理
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
過
ぎ
し
年
は
京
の
都
も
建

都
千
年
を
祝
う
行
事
で
い
っ
ぱ
い
で
御

ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
 

拝
啓

清
少
納
言
様

ｌ
率
…

よ
そ
の
晶
子

み》源Ｌ拷化いむ

モ
「
金
子
さ
ん
今
Ｒ
は
、
忙
し
そ
う
で

す
ね
」

力
「
え
え
、
組
合
便
り
の
編
集
で
嫌
Ⅱ

座
居
ま
し
た
。
佗
び
と
寂
の
京
も
趣
き

が
あ
っ
て
本
当
に
良
い
の
で
す
が
、
今

は
観
光
一
途
の
賑
や
か
な
京
の
都
で
御

座
催
ま
す
。
花
鳥
風
月
を
愛
で
る
平
安

の
壮
と
は
隔
絶
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

和
歌
で
恋
心
を
伝
え
あ
う
あ
の
趣
の

あ
る
の
ど
か
な
、
し
か
し
優
雅
な
行
事

の
中
に
こ
の
私
め
を
一
度
、
お
連
れ
ド

さ
い
ま
せ
。

か
し
こ

清
少
納
言
様

よ
そ
の
緒
子

〆二亀

春
８
月

乳
価
の
季
節

臘
岡
望
月
幸
夫

お
も
し
る
対
話

こ
の
頃
は
こ
ん
な
具
合
で
…
と
こ
ろ

で
何
か
書
い
て
ド
さ
い
よ
」

モ
「
お
れ
は
文
章
は
書
け
な
い
け
ど
、

口
は
ま
あ
元
気
な
方
だ
か
ら
ね
。
今

年
の
出
だ
し
も
神
戸
の
事
で
大
変
だ

ね
。
去
年
の
１
月
の
東
方
沖
も
、
亡

く
な
っ
た
人
こ
そ
出
な
か
っ
た
け
ど
．

ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
が
酪
農
家
を
救
っ

た
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」

力
「
そ
れ
は
ま
た
、
ど
う
し
て
で
す
か
？
」

モ
「
以
前
の
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
ベ
ー

ル
の
頃
だ
っ
た
ら
、
牛
舎
の
二
階
へ

び
っ
し
り
積
み
上
げ
て
き
、
丁
度
神

〃
の
〃
屋
根
と
お
な
じ
で
、
頭
重
く

て
牛
舎
が
つ
ぶ
れ
る
騒
ぎ
が
続
発
し

た
と
お
も
う
よ
」

力
「
そ
う
一
一
一
一
向
う
と
、
そ
う
で
す
ね
。
ハ

ウ
ス
の
は
や
り
で
施
設
が
助
か
っ
た

点
は
大
き
い
で
す
ね
」

モ
「
そ
れ
か
ら
話
は
飛
ぶ
け
ど
、
ロ
ー

ル
ベ
ー
ラ
ー
の
普
及
で
乳
価
に
響
い

て
い
る
と
思
う
ん
だ
よ
」

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
 

兵亟目

二

方 力 力二Ｆ 孑 力ＳＦ 

「
風
が
炊
く
と
桶
屋
と
い
う
た
と
え

話
み
た
い
で
、
ず
い
ぶ
ん
ま
た
飛
び

ま
、
す
ね
？
」

「
ま
あ
間
い
て
下
さ
い
。
『
般
論
で

あ
っ
て
、
特
定
個
人
を
話
し
て
い
る

ん
で
は
無
い
事
を
先
に
こ
と
わ
っ
て

さ
・
牧
草
作
業
も
ず
い
一
分
ロ
ー
ル
に

な
っ
て
か
ら
身
体
が
楽
に
な
っ
て
、

と
く
に
奥
様
方
は
出
番
が
少
な
く
な

っ
て
、
ふ
く
よ
か
な
方
が
目
に
つ
く

様
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
つ
ま
り
肥
満
の
人
が
増
え
た
と
一
一
一
一
百

う
事
で
す
ね
」

「
ま
あ
平
た
く
一
一
一
一
口
う
と
そ
の
旭
リ
で

以
前
に
孔
価
で
陳
情
運
動
で
私
も
二

度
農
林
省
へ
行
っ
た
時
、
よ
そ
の
地

区
の
ご
蜥
人
の
代
表
で
立
派
な
方
が

来
て
る
わ
け
よ
、
ほ
ら
、
太
っ
た
…

…
は
も
ら
い
が
少
な
い
っ
て
言
う
で

し
ょ
う
が
」

「
し
か
し
、
心
に
「
グ
サ
ッ
」
と
キ

ズ
の
つ
く
方
も
お
ら
れ
る
様
な
。
組

合
だ
よ
り
に
減
せ
る
に
は
問
題
の
あ

る
話
し
で
す
ね
え
」

「
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
誌
が
沓
（
任
感
じ
て

廃
刊
に
し
た
け
ど
、
苦
情
が
あ
っ
た

ら
一
○
○
％
私
の
せ
い
な
の
で
心
配

す
る
な
よ
」

「
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

グ學

ＭＩＬＫ 

ＴＩＭＥ 
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新
職
員
紹
介
謹
轤
篭
窪
皿

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

機
構
改
定
生
産
部
畜
産
課
を
新
た
に
生
産
部
流
通
促
進
係
を
新
設

廃
止
し
、
畜
産
振
興
課
に
統
合
。

い
た
し
ま
し
た
。

鍵
浜名慎史
（朧職員）給油所係

行田洋子
管理部管理電算課管理電算係

服部寛昭
生産部流通促進係

蕊 iBilL1ililiil1i1IiIll1iii 
～ 

阿部真由美
（雌職員）店舗係

長谷部美穂
（朧職員）店舗係

横田美代志
（砿職員）店舗係

私
、
こ
の
度
、
平
成
七
年
三
Ｎ
一
一
一
十
》

ｕ
を
以
っ
て
定
年
退
職
を
い
た
し
ま
し

た
。
組
合
員
の
衿
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
奉
職
以
米
四
十
．
年
六

ヵ
月
の
長
い
間
、
中
標
瀧
町
農
協
に
勤

め
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
の
気
持
ち
で
．

杯
で
す
。
思
い
出
は
限
り
な
く
あ
り
ま

す
。
昭
和
三
十
六
年
度
か
ら
始
ま
「
た

北
海
道
農
村
電
化
北
電
移
管
事
業
で
、

当
時
俣
蒋
小
水
力
発
電
所
の
能
力
不
足

で
、
人
参
電
灯
程
度
の
送
電
で
し
た
。

雪
害
に
よ
る
送
電
不
能
の
と
き
、
部
落

毎
に
補
修
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
枚

い
た
こ
と
が
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
、

組
合
員
戸
数
七
百
一
一
一
十
戸
も
あ
っ
た
が
、

今
日
で
は
一
一
百
四
戸
と
減
少
し
て
い
る

が
、
組
合
員
の
経
営
規
模
の
拡
大
に
よ

り
、
北
海
道
酪
農
の
先
進
地
を
出
現
し

て
い
る
今
日
の
姿
は
頼
も
し
い
気
が
し

ま
す
。
今
後
は
む
ず
か
し
い
経
営
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
細
谷

辮
騨〃

定
年
退
職
に
あ
た
り

ﾋｰﾏ 

小藪浩三

日
増
し
に
陽
光
も
和
ら
ぎ
様
の
足
音

が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
皆
様

に
は
益
々
ご
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
私
事
、
こ
の
度
平
成
七
年

一
一
月
、
定
年
を
迎
え
中
標
津
町
農
協
を

退
職
い
た
し
ま
し
た
。
顧
み
ま
す
と
昭

和
三
十
．
年
奉
職
以
来
、
今
日
ま
で
大

過
な
く
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
も
、
偏
に
皆
々
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
中
標
津
町
農
協
の
今
後
益

々
の
発
展
と
、
涛
々
様
の
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
に
当
っ
て
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
長
い
間
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

貴
役
職
員
が
一
致
協
力
し
て
、
農
協

運
営
に
努
力
を
注
い
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
で
す
が
、
役
職
員
、
組
合

貝
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈

り
し
な
が
ら
、
定
年
退
職
の
お
礼
と
い

た
し
ま
す
。

定
年
退
職
に
あ
た
り

高藤 昌之

グニク



地区別懇談会
開催される

農
協
事
業
運
営
に
向
け
て

建
設
的
な
意
見
、
要
望
多
数
出
き
れ
る

平
成
七
年
度
、
農
協
事
業
計
両
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
組
什
員
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
三
月
六

Ｈ
か
ら
九
日
に
か
け
て
地
区
別
懇
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

農
協
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
夏

の
硫
暑
、
東
方
沖
地
震
の
影
響
を
受
け
、

生
乳
栄
産
の
伸
び
悩
み
に
加
え
、
購
買
事

業
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
組
勘
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
乳

量
の
落
ち
込
み
に
よ
り
昨
年
よ
り
約
》

億
円
悪
化
の
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
農
業
情
勢
の
な
か
、
乳
質

乳
価
に
関
す
る
質
問
、
生
産
笈
材
に
関

す
る
要
望
な
ど
、
前
向
き
の
意
見
が
各

地
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

購
買
関
係
に
つ
い
て
は
、
免
税
軽
油

の
通
年
対
応
、
化
巌
資
材
全
般
に
つ
い

て
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

乳
質
改
善
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
質

向
ｔ
を
月
指
し
、
対
策
を
識
ず
る
べ
き

で
は
な
い
か
な
ど
ご
意
見
を
い
た
だ
き

鍾印巳

ま
し
た
ご

農
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
澱
粉
工
場

の
阿
編
問
題
、
堆
肥
の
椚
用
方
法
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

査
金
関
係
に
つ
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
に
つ
い
て
各
方
面
よ
り
い
ろ
い

ろ
な
諦
し
を
聞
く
が
、
要
領
に
つ
い
て

い
く
説
明
願
い
た
い
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
合
併
問
題
、
ケ
フ

ィ
ア
の
操
業
状
況
、
職
員
の
資
質
の
向

上
に
つ
い
て
、
な
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
の

状
況
に
つ
い
て
の
質
問
、
ご
意
見
を
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
側
の
懇
談
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い
て
は
理
事
会

に
お
い
て
慎
重
に
協
議
さ
れ
、
平
成
七

年
度
に
お
い
て
対
応
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
、
す
。

多
忙
の
な
か
お
集
ま
り
い
た
だ
き
数

々
の
ご
意
見
、
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

鐸秀、

平
成
六
年
十
月
四
日
夜
間
に
発
生
し

ま
し
た
、
北
海
道
東
方
沖
地
震
で
被
害

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
梼
様
に
は
、
心
か

ら
お
兄
郷
申
し
ｋ
げ
ま
す
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
の

建
物
更
服
共
済
文
払
共
済
金
は
次
の
通

り
と
な
り
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

建
更
支
払
共
済
余
総
額

一
億
一
千
価
百
卜
｜
万
Ⅲ

内
訳
住
宅
三
十
四
件

し
千
二
百
四
十
一
万
円

畜
舎
二
十
四
件

Ⅲ
千
行
五
十
五
万
円

兄
舞
金
三
十
八
件

百
十
Ⅲ
方
円

Ｊ
Ａ
の
建
物
奥
荘
共
済
は
釧
路
沖
地

震
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
、
北
海
道
東

方
沖
地
震
で
多
く
の
〃
の
建
物
と
家
財

を
保
障
し
ま
し
た
。

ＪＡの建更

東方沖地震で
115百万円の

共済支払い

グガ



開
催
日
時
平
成
七
年
一
一
月
十
・
一
一
日

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
貸
付
金
利
息
の
減
免
に
つ
い
て

以
上
原
案
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
平
成
六
年
度
二
月
未
損
益
統
制
計

画
に
つ
い
て

二
、
平
成
七
年
度
第
．
次
収
支
計
画
に

つ
い
て

一
一
．
、
役
員
報
酬
の
答
巾
に
つ
い
て

四
、
役
員
定
数
の
答
申
に
つ
い
て

五
、
北
部
一
一
一
農
脇
合
併
検
討
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

六
、
地
区
別
懇
談
会
の
意
見
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

『
北
海
道
東
方
沖
地
震
か
支
払
共
済

金
に
つ
い
て

二
、
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

瞳
橦
陰の
耀
廻

第
十
五
回
理
事
会
の
経
過

開
催
日
時
平
成
七
年
三
月
一
－
七
日

開
催
場
所
中
標
津
川
農
協
小
会
議
室

〈
議
案
〉

『
平
成
六
年
度
収
支
決
算
見
込
み
と

職
員
の
期
末
Ｆ
当
に
つ
い
て

二
、
平
成
六
年
度
剰
余
金
（
兇
込
）
処

分
案
に
つ
い
て

二
、
平
成
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
一
」

Ⅲ
、
平
成
七
年
度
収
支
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

五
、
組
合
員
勘
定
制
度
取
引
事
務
手
続

き
の
制
定
に
つ
い
て

六
、
機
購
の
．
部
改
定
に
つ
い
て

七
、
畜
産
販
売
集
荷
業
務
の
業
者
委
託

に
つ
い
て

八
、
平
成
七
年
度
澱
粉
工
場
固
定
資
産

取
得
に
つ
い
て

几
、
平
成
七
年
度
制
度
資
金
の
貸
付
に

つ
い
｝
し

十
、
生
活
店
舗
課
計
量
器
プ
リ
ン
タ
ー

及
び
集
荷
車
の
リ
ー
ス
更
新
契
約
に

つ
い
て

十
一
、
桜
ヶ
丘
給
油
所
、
給
油
ポ
ン
プ

の
リ
ー
ス
更
新
契
約
に
つ
い
て

以
上
十
一
議
案
原
案
通
り
決
定
致
し

第
十
六
回
理
事
会
の
経
過

伊尭

Ⅱ
１
－
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
－
０
口
Ｉ
８
０
Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
■
’
２
１
－
－
－
－

’
１
‐
’
’
’
－
－
－
－
ロ
ー
ロ
ー
ロ
ー
ロ
ー
ロ
ー
ロ
ー
１
１
１
．
５
二
■
・
■
Ⅱ
■
Ｂ
Ｂ
０
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
１
０
■
Ⅱ
▲
■
０
』
■
■
■
△
■
０
凸
■
Ｂ
０
ｌ
ｌ

ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

て
五
十
五
歳
以
降
の
給
与
体
系
に
対

す
る
職
組
の
川
答
に
つ
い
て

．
、
総
会
議
案
税
明
懇
談
会
の
Ⅱ
程
に

つ
い
て

一
一
一
、
総
会
前
役
員
協
議
会
の
開
催
Ⅱ
程

に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
平
成
Ｌ
ハ
年
度
農
業
所
得
税
の
叩
告

に
つ
い
て

一
一
、
生
乳
の
生
藤
状
況
に
つ
い
て

．
’
｜
、
平
成
六
年
度
正
組
〈
口
員
の
出
資
増

口
に
つ
い
て

川
、
平
成
六
年
度
組
合
員
加
入
及
び
脱

退
、
資
格
変
更
の
状
況
に
つ
い
て

五
、
根
室
管
内
組
什
長
会
、
内
部
審
査

室
休
止
に
つ
い
て

第48回

通常総会;のお知らせ
組合に結集し、

協同の力を発ＩＩＥし王しよう

○日時４月28日閏午前10時

○場所中標津町トーヨーク

ランドホテル

○議案平成６年度事業報告

平成７年度事業計画

（案〕など

〆弄二ｈ

ま
た
、
今
回
の
阪
神
大
震
災
で
は
か

っ
て
な
い
被
害
が
発
生
し
、
地
震
に
対

す
る
保
証
内
容
の
優
れ
た
Ｊ
Ａ
共
済
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
Ｊ
Ａ
で
は
建
物
吏
服
共
済
の

お
す
す
め
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
建
物
・
家
財
の
保
障
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
机
談
く
だ
さ
い
。

ﾌﾟﾌｱ 



日
毎
に
暖
か
さ
が
増
し
、
券
の
訪
れ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
野
菜

畑
の
雪
も
と
け
、
い
つ
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ

ー
ル
を
か
け
よ
う
か
と
思
案
し
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
ー
パ
ー
で
ば
四
季
を
問
わ
ず
色
彩

や
か
で
兄
た
日
の
美
し
い
野
菜
が
並
ん

で
お
り
、
手
間
の
か
か
る
野
菜
づ
く
り

は
面
倒
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
自
家
用
野
菜
栽
培
の
目
的

は
”
家
族
の
健
康
の
た
め
に
、
農
薬
を

あ
ま
り
用
い
な
い
で
新
鮮
な
野
菜
を
つ

く
り
、
そ
の
畷
莱
の
持
っ
て
い
る
栄
養

を
体
に
取
り
入
れ
る
と
共
に
、
野
菜
の

購
入
賀
を
節
減
す
る
“
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
自
家
用
野
菜
は
多
少
形
が
悪
く
て

６
、
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。

｜
、
野
菜
づ
く
り
は
土
づ
く
り
か
ら

野
菜
が
健
康
に
育
つ
た
め
に
は
、
野

菜
の
好
む
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

襟
光
の
ｔ
の
状
態
に
気
を
つ
け
て
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

畑
の
ｔ
づ
く
り
に
は
輪
作
や
有
機
物

施
用
、
深
耕
し
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

日
輪
作
を
し
ま
し
ょ
う
。

作
物
に
よ
り
土
穣
か
ら
吸
収
す
る
養

分
の
種
類
と
量
は
異
な
り
ま
す
。
同
じ

作
物
を
く
り
返
し
栽
培
す
る
と
、
上
壌

養
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
同
様
に
土
壌
微
生
物
や
病
害

虫
も
そ
の
作
物
を
好
む
も
の
が
増
殖
す

蕉昂

北根室地区農業改良普及センター

る
の
で
す
．

輪
作
川
を
す
る
こ
と
で
養
分
が
調
節
さ

れ
、
同
様
に
上
壌
微
生
物
や
病
害
虫
も

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
生
育
状
態
や
収

量
は
安
定
、
品
質
も
向
上
し
ま
す
。

野
菜
に
よ
り
連
作
で
き
る
年
数
は
異

な
り
ま
す
の
で
次
の
表
を
参
考
に
、
今

年
の
作
付
計
画
を
考
え
て
下
さ
い
。

野
菜
用
ハ
ウ
ス
は
連
作
に
よ
る
症
害

が
で
や
す
い
の
で
、
三
年
に
一
同
の
割

合
で
場
所
を
移
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
『
７
□

主な野菜の輪作年限口
土
壌
有
機
物
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

北
壌
の
有
機
物
含
量
が
高
く
な
る
と
、

狩菜仇 1ｍ １１１「輪作年限

辿作しても障害
のでにくい睡菜

カボチャ・ニンジン・ダイコン

タマネギ・ネギ・フキ

ホウレンソウ・インゲンマメ

タカナ・カラシナ
１年休澱

二つ・パセリ・レタス・キャベ1ン
２年休職

セロリ・キュウリ・イチゴ俵勇、

ナス・トマト・ピーマン・メロン
３－４（'二休職

ゴボウ

スイ 力 ｆウ

ン一一

４－５イド(ｊＭ蝋

今
年
も
検
診
の
時
期
が
近
づ
い
て
煮

ま
し
た
。
汎
ｎ
１
几
日
か
ら
十
六
Ⅱ
の

一
日
間
、
中
標
津
Ⅱ
保
健
セ
ン
タ
ー
で

成
人
病
・
胃
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
及
び

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

申
し
込
み
は
五
月
七
日
ま
で
で
、
各

地
区
の
保
健
推
進
員
さ
ん
へ
申
し
込
み

下
さ
い
。

平
成
７
年
度

一春一の一総一合一検一診一
●
成
人
病
●
胃
が
ん
●
肺
が
ん
検
診

⑤
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
査

受
け
て
安
心
、
健
康
が
一
番

グ』

儲１１二年限 野菜の極りJ［

１１上作して#>障害

のでにくち､野菜

カボチャ・ニンジン・クイーン

タマネギ・ネギ・フキ

ユ年休戦
｢|マウレンソウ・インゲンマメ

タカブー・カラシブー

２年休ｉＭｌ
ニラ・パセ:ノ・レタス・キー下ベツ

-i[私7リ・キュウ!』・イチ．

３－４t1三休職
ナス・トマト・客一マン・メロン

ゴテＫウ

。…５fFljM蝋
スイカ・エンIｲウ



水
は
け
、
通
気
が
改
葬
さ
れ
肥
沃
な
士

と
な
り
ま
す
。
有
機
物
含
量
を
高
め
る

に
は
、

①
茎
葉
・
刈
り
株
・
残
根
な
ど
残
査

有
機
物
の
多
い
作
物
を
つ
く
る
〈
小
麦

と
う
も
ろ
こ
し
、
イ
ネ
科
牧
草
な
ど
）

②
堆
肥
を
施
用
す
る
。

③
ハ
ウ
ス
な
ど
の
狭
い
場
所
で
は
、

ピ
ー
ト
モ
ス
を
初
年
度
に
七
～
八
坪
に

一
袋
（
五
卜
川
）
、
次
年
度
以
降
十
坪
に

一
袋
を
す
き
込
め
ば
、
驚
く
ほ
ど
良
い

土
と
な
り
ま
す
。

二
、
肥
料
が
思
わ
ぬ
落
と
し
あ
な

家
庭
菜
園
は
面
積
が
小
さ
い
の
で
、

肥
料
の
量
が
分
か
ら
ず
過
剰
に
施
し
や

す
い
傾
向
に
な
り
が
ち
で
す
。

例
え
ば
二
十
坪
の
ハ
ウ
ス
に
一
袋
（
二

十
誌
）
の
肥
料
を
施
し
た
場
合
、
｜
満

の
畑
に
百
五
十
袋
の
肥
料
を
施
し
た
こ

交
通
事
故
は

四
十
五
・
四
秒
に
一
件

ク
ル
マ
が
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。
そ

れ
ほ
ど
ク
ル
マ
は
龍
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
便
利
だ
っ
た
り
、
快
適
だ
っ
た

り
す
る
反
面
、
つ
い
う
っ
か
り
で
は
許

さ
れ
な
い
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
責
任
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
に
る
の
で
す
。

肥
料
過
剰
は
作
物
の
適
正
な
能
育
、
｝
杼

防
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
気
が
つ
き

や
す
く
な
っ
た
り
、
土
が
砂
漠
化
す
る

な
ど
悪
い
こ
と
ば
か
り
。
計
堂
力
坪
プ

｜
杯
の
肥
料
の
重
さ
を
把
握
し
て
、
面

積
に
合
わ
せ
て
増
減
す
る
な
ど
の
工
夫

を
し
、
適
量
施
肥
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

三
、
人
間
と
同
様
、
野
菜
も
高
温
多
湿

は
大
嫌
い

露
地
で
果
菜
紙
が
育
ち
に
く
い
当
地

で
は
ハ
ウ
ス
で
野
菜
栽
培
す
る
の
が

普
通
で
す
。
気
温
の
低
下
に
は
注
意
深

い
〃
は
多
い
の
で
す
が
、
高
温
に
は
気

を
つ
け
ず
、
日
中
の
温
か
い
Ｒ
射
し
の

あ
る
時
で
も
ハ
ウ
ス
を
締
め
た
ま
ま
、

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ハ
ウ
ス
の
小
は
思
っ
た
よ
り
湿
度
も

高
く
、
野
菜
達
が
夏
バ
テ
し
て
し
ま
い
、

ﾊﾞー

そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
の
白
賠
責
共
済
・
自

動
車
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
□
賠

責
共
済
と
セ
ッ
ト
で
ご
加
入
に
な
る
と

自
動
車
共
済
の
対
人
賠
償
掛
金
が
約
七

・
四
訂
安
く
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
向
賠
責
共
済
。
自
動
車
共
済

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
責
任
と
一
緒
に
走

る
共
済
で
す
。

病
気
に
な
り
や
す
い
状
態
を
誘
発
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
中
に
も
湿
度

計
が
必
要
で
す
ね
。

野
葉
に
は
そ
れ
ぞ
れ
生
育
に
適
し
た

温
度
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
野

菜
が
同
居
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
適
温
に
合
わ
せ
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
お
お
よ
そ
一
一
ト
ー
三
十
度

の
範
囲
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
夏
期
の
日
中
は
前
後

の
一
扉
を
開
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

横
も
開
け
て
換
気
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
。

最適渦度
に）

唖頽宅

トマト１１５－２５

キュウリｌ２０－２Ｅ

ナス２０－３「

ピーマン２５－３［

カボチャ２０－２Ｆ

スイカ25-3Ｃ 伊ロ

ハクーサイｌ５－２Ｃ

キャベツｌ５－２Ｃ

ネギ１１０－１５

鍵

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
保
健
推

進
員
さ
ん
か
ら
渡
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
下
さ
い
。

家
庭
の
幸
せ
は
ま
ず
健
康
か
ら
、
家

族
皆
ん
な
で
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
よ

『
７
。

○
料
金

成
人
病
検
診
千
七
百
円

胃
が
ん
検
診
Ｔ
二
百
円

肺
が
ん
検
診
五
百
円

※
七
十
歳
以
上
の
方
、
生
活
保
護
受
給

者
は
無
料
、
中
標
津
町
農
協
組
合
員

及
び
家
族
は
検
診
料
半
額
助
成
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

〆夕

｢iK類塩
最適温度

(℃） 

トマ’・

キューウリ

ナス

ピ｡‐マン

カ71好･ヤ

スイカ

ハクサイ

キャベツ

ネギ ２２３３２３２２．４ －－一一一一一｝』
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青年部交流ボウリング大会

言琿部交流ボウリング大会かＳ月１曰、ウコウホワルで開(崖

されました。この大会は同部レクリェーミ'ヨン委舅会の企画で、
毎□、

合回は、部員の奥さんも対象に行なわれましだ。
Ｓ月に入ると税金の申告準備などで忙しいせいか、

参加壱は20人（部曼15人、奥さんら人）と少人数で
したが、２ゲームを楽しく行なう事が出来ましだ。

上位入賞壱は灰の還り。

男子、１位・遠藤勝美、２位・安達政宏、Ｓ位・笠

原康博

女二、１位・IZE藤直美、２位・佐々木由紀、Ｓ位・
壹馨|①か さて二れはストライクになるかな７

畑作の

春を告げるＦ窪、

てん菜育苗プラント

流れ作業の中で作られる育苗ポット

てん菜晉苗プラントかＳ目16曰から稼|動を始め、（乍業場内

ではガタガタ、バンバンと力強い機械音の中、手際良く育苗
ポットか|乍られて行きましだ。

会隼のてん菜作付は､31戸で約205へワタールを予定してい

ます。

プラントでは、焔作農家の後継害だち約20人が、広げられ
だポット|ご±入れをしたり、種子を播種し左りと流れ作業の

中てソＷとポットか作ら７，洲乍琶のトラックへと積み込ま

れていきましだ。

出来上がったポットは大事にトラ
ックに穂まれ、ピニールハウスへ
と向かいます

｣Z夕



テ

平成６年震の婦人部

を対象lこ、慰労を兼ね

テル大一で開催しまし

毎年、活発化してき

ると、大要だつだけれ

=後に向けてアイデア

参加できるような活動

その後は、温泉|こ入り

が咲いていましだ。
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エアバス就航

ゆったり

空の旅
！ 樗遇

白

通年運航の期待を胸に行なわれたセレモニー

中標津と東京、千歳を結ぶ空の|更|こ、中型ニブェット機エアバ

スA320(166人乗り)か４月|曰から就航､この曰東京行き8401雷

の出発に合わせて中標津空港で記念セレモニーか行なわれまし

だ｡同機は､これまでのボーイング737に比べ、定員が40人多く、
座席幅も広く作られ、イヤホンで音楽も楽しめます。

セレモニーでは、栗田精也営業部長（エアニツボンノがあい

さつ、続いて、乗害代表や機長、新出２，長ｓ人に佗束か贈呈さ
れたほか、搭乗客全員に記念品が手渡されましだ。

この中型機は10月末までの季節運航となっています。
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村
を
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か
に
す
る
た
め
に

農業所得税申告業務(l2pまで）

役員定数審議会

地区別懇談会（ｇロまで）

婦人部役員会

第８同役員協議会

第15回理事会

青年部新幹事会

第７回管理購買委員会

第glp1営農委員会

第８１可生産委員会

第161且]理事会

ジュニアホルスタインクラブ

総会

棚卸監査

第９回役員協議会
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ブ
環
境
計
向
、
北

農
村
ホ
リ
デ
ー
推
進
協
議
会
委
員

山
忠
男
氏
で
「
中
標
津
町
の
恵
ま

自
然
を
活
か
し
、
都
市
住
比
と
の

を
す
す
め
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

頓
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ｌＬ 
､ 廠二、

農
村
地
域
の
豊
か
な
自
然
、

美
し
い
景
観
、
特
色
あ
る
農
村

文
化
な
ど
を
活
か
し
て
、
都
市

住
険
と
の
交
流
を
す
す
め
る
農

村
ホ
リ
デ
ー
の
講
演
会
が
、
三

月
二
十
四
日
ホ
テ
ル
秀
月
で
開

農
業
関
係
者
ら
約
几
十
人
が
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31日 有
山
氏
は
、
｜
自
分
た
ち
の
住
む
北
海
道

の
農
村
の
良
さ
が
、
住
ん
で
い
る
人
に

は
、
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
よ
う
だ
が
、

本
州
の
人
た
ち
は
、
こ
の
地
を
あ
こ
が

れ
て
い
る
」
と
話
し
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

ィ
、
山
村
冊
学
、
農
作
業
自
然
体
験
室
、

新
鮮
で
お
い
し
い
農
産
物
の
販
売
な
ど

都
市
と
農
村
の
交
流
取
り
組
み
が
全
道

各
地
で
活
発
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
都

市
の
多
く
の
人
々
が
農
村
を
訪
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
、
情
報
、
物
の
交
流

が
旙
発
に
な
る
と
と
も
に
、
農
業
、
農

村
へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
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編集後記

４月は人学、進学、就職など人生で

の新しい－歩となる大切な季節でもあ

ります。

組合員智さんにおかれましては、平

成７年度の乳価、畜産関連対策も決定

し、新たな恩いの中で今年度の営農や、

将来に向けての計画を立てて行くこと

でしょう。

農協だよりも、全国広報大賞奨励賞、

全道では、審査員奨励賞に入選しまし

た。これも組合員皆様の心温まるご協

力の賜物とお礼巾し上げます。これか

らも、新たな紙面作')に1ｋi)組んでま

いりますのでよろしくお噸いします。

鱒巨、

農村ホリデーに関心を寄せる出席者ゴ
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